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を、続いて第 2 章で歴史研究を専門とする学部教員 2 名の報告を紹介する。第 3 章では、第 2 部か
ら地域学が何を学ぶことができるのかを検討する。最後に、「おわりに」で地域学の到達点と今後の
課題について私見をごく簡単に述べる。この問題については、昨年 12 月 10 日に行われた第 2 回地
域学研究会大会「地域学への期待と課題」3の成果を含めて別稿で詳しく論じることとする。 
 
































































                                                                
4 向谷地生良、浦河べてるの家『安心して絶望できる人生』（NHK 出版、2006 年）、54 頁。 
5 向谷地生良『「べてるの家」から吹く風』（いのちのことば社、2006 年）、167 頁。 
6 『安心して絶望できる人生』、27 頁。 




































                                                                






























































































































































                                                                
8 詳しくは内山節『文明の災禍』、新潮社、2011 年を参照。 








































                                                                
10 Suzanne Desan , Reclaiming the Sacred: Lay Religion and Popular Politics in Revolutionary France, New York, 1990.
ロバート・ダーントン『猫の大虐殺』、岩波書店、1986 年、船曳由美『100 年前の女の子』、講談社、2010 年。 



































                                                                





12 T. Tackett, Religion, Revolution, and Regional Culture in the 18th century France, Princeton, 1986., Michel Vovelle, La







































                                                                
13 川北稔『ヨーロッパと近代世界』、放送大学教育振興会、1997 年、同『砂糖の世界史』、岩波書店（岩波ジュ
ニア新書）、1996 年、同『イギリス近代史講義』、講談社現代新書、2010 年、角山栄・村岡健次・川北稔『生活
の世界史 10 産業革命と民衆』、河出書房新社、1975 年。 






































































































4/13 第１回 柳原邦光 「希望の学としての地域学」〈序章・１章・終章〉 
4/20 第２回 光多長温 「地域主義の系譜と地域学」〈２章（８章）〉 
4/27 第３回 矢野孝雄 「地形から地域を読む」〈７章〉 
5/11 第４回 仲野 誠 「生きられる地域のリアリティ」〈５章〉 
5/18 第５回 児島 明 「人の移動から地域を問う」〈６章〉 
5/25 第６回 家中 茂 「生活のなかから生まれる学問」〈４章〉 
6/3   第７回 第１部まとめ 
 
■第２部 歴史性とつながりの回復 
6/8  第８回 柳原邦光 「なぜ歴史性なのか―フランス史の事例から―」 
6/15 第９回 岸本 覚 「地域意識と歴史性―日本史の事例から―」 
6/22  第 10 回 内山 節 「『里』（ローカリティ）の思想と歴史性」 
6/29 第 11 回 森まゆみ 「まちの暮らしに生きる歴史をみつめて―『谷根千』の実践から―」 
7/6  第 12 回 吉本哲郎 「地元学―足元をみつめてつながりを取り戻す―」 
7/13 第 13 回 向谷地生良「『自分自身で、共に』つながりを取り戻す―『個人苦』から『世界苦』







自然と人間の基層から』、農山漁村文化協会、2010 年、町田宗鳳『山の霊力』、講談社、2003 年。 
柳原邦光：「地域学総説」の挑戦６ 119原邦光：「地域学総説」の挑戦６
へ―」 
7/20 第 14 回 第２部まとめ（まとめと教員ディスカッション） 
  
■第３部 全体まとめ 
7/27 第 15 回 全体まとめ 
 
○テキスト：『地域学入門－<つながり>をとりもどす』、ミネルヴァ書房、2011 年  
○公開講座：第 10、11、12、13 回 
 講師 内山 節（哲学者）、森まゆみ（作家、市民文化活動家）、吉本哲郎（地元学ネットワーク
主宰）、向谷地生良（ソーシャルワーカー、浦河べてるの家） 
 
（2012年 2月 3日受付, 2012年 2月 10日受理） 
